
１．もち加工特性の変化の実態
　もち米の用途は，①主食用，②餅用，③米菓用，
④米粉用，⑤菓子用の５つに大別される。実需者は，
それぞれの用途に適した加工特性を有するもち米品
種を原料に選定し，製品化を行っている。そのため，
実需者からは，原料品種の加工特性の年次間差を小
さくすることが強く望まれている。
　佐賀県は，全国有数のもち米産地であり，そのほ
とんどでヒヨクモチが生産されている。ヒヨクモチ
は，時間がたっても硬くなりにくい，ひきや粘りが
よいなどの特性が実需者から評価されている。とこ
ろが，１９９８，１９９９年産ヒヨクモチに関しては，実需
者から，餅の製造において「平年より硬くなりやす
く，使いづらかった」との評価が数多く寄せられ，
その要因解明と年次間差を小さくする対策が強く求
められた。
　そこで，１９９８，１９９９年産ヒヨクモチの硬化特性に
関する要因について，餅の硬さと登熟気温（出穂日
から収穫前日までの平均気温）との間には正の相関
性があるとの過去の知見を参考に，餅生地硬化度
（餅生地を５℃に２４時間保持した後の貫入抵抗値，
硬化特性を評価）と登熟気温との関係を検討した。
その結果，①ヒヨクモチの餅生地硬化度は，登熟気
温が高いほど大きいこと，②１９９８，１９９９年産ヒヨク
モチの登熟気温はその前後８年間の平均値より
１．７℃～２．６℃高く，このことが実需者評価を低下さ
せた主な要因と推定されることを明らかにした（第
８６表）。これらの結果は，佐賀県農業協同組合を通
じて実需者に情報提供され，加工特性の年次間差に

対する理解を得ているところである。
　また，実需者からは，佐賀県農業協同組合に対し，
「製造上の対策を行うため，事前に硬化特性の傾向
を教えて欲しい」との要望も寄せられている。これ
に対しては，佐賀県農業試験研究センターと佐賀県
農業協同組合が互いに協力し，ヒヨクモチの硬化特
性に関する定期的な調査と情報提供を行い，産地の
信頼維持に努めているところである。

２．遅植えや施肥改善の効果
　ヒヨクモチの硬化特性の年次間差を小さくする対
策については，①移植時期，②実肥の窒素施用量，
③水管理，④収穫時期，⑤乾燥条件の５つの視点か
ら検討し，移植時期と実肥の窒素施用量の影響が大
きいことを明らかにした。
　移植時期の影響については，遅植えするほど登熟
気温が低下し，餅生地硬化度が低下する傾向が認め
られた（第８７表）。そこで，ヒヨクモチの硬化特性
の年次間差が小さくなる移植時期の検討を行った。
まず，ヒヨクモチの硬化特性に対する実需者評価，
餅生地硬化度および登熟気温の関係を解析した結果，
平年なみの硬化特性と評価される登熟気温の目安は
２２℃以下であることが推定された（第１０４図）。次に，
ヒヨクモチの移植時期を変えた場合に登熟気温が
２２℃以下となる年数比率を本県の過去２０年の気象
データから解析した結果，年数比率は移植時期を６
月２５日以降とした場合に最も高くなることが明らか
となった（第８８表）。そのため，本県では，ヒヨク
モチの移植時期を６月２５日以降とする取り組みを
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第８６表　ヒヨクモチの餅生地硬化度および登熟気温の年次推移（佐賀県）

登熟気温
（℃）

餅生地
硬化度
（kgf）

生産年次登熟気温
（℃）

餅生地
硬化度
（kgf）

生産年次

２１．７１．５２０００２４．３１０．４　２００７
２３．１２．７１９９９２１．６１．３２００６
２４．０３．４１９９８２３．６２．９２００５
２０．３１．１１９９７２２．１２．４２００４
２１．１１．６１９９６２１．５２．２２００３
２１．３１．５１９９５２１．７１．３２００２

２１．８１．７２００１
注１）供試試料は，佐賀県農業試験研究センターで栽培されたものを用いた。
　２）餅生地硬化度が高いほど，餅生地にした場合に固まりやすいと評価される。
　３）登熟気温は，出穂日から収穫前日までの平均気温である。

Ⅴ　もち加工適性の変化への対応



行っているところである。
　また，実肥の窒素施肥量の影響については，施肥
量が多いほどやや硬くなりやすい傾向が認められた
が，本県の施肥基準の範囲内での差違は見られな
かった（第８９表）。そのため，ヒヨクモチの肥培管
理については，過度な施肥とならないよう施肥基準

に従って施肥管理を適切に行う取り組みを行ってい
るところである。
　本県では，実需者の求めるヒヨクモチの生産に取
り組んでいるが，最近の温暖化の進行は著しく，上
述のような対策では十分に対応しきれない場合が出
てきている。そのため，登熟気温の影響を受けにく
いもち米品種の育成も行っているところである。
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第８７表　ヒヨクモチの移植時期の違いが餅生地硬化度および登熟気温に及ぼす影響（佐賀県）
２００２年産２００１年産２０００年産

移植
時期 登熟気温

（℃）
餅生地硬化度
（kgf）

登熟気温
（℃）

餅生地硬化度
（kgf）

登熟気温
（℃）

餅生地硬化度
（kgf）

－－２３．７３．０－－５／１９
－－２２．５２．３２３．４３．１５／２９
２２．７１．７－－２２．７２．６６／１０
２１．５１．５２１．９１．９２１．６１．５６／２０
２０．０１．６－－２０．８１．３７／　１
１９．４１．７－－－－７／１０

注１）供試試料は，佐賀県農業試験研究センターで栽培されたものを用いた。
　２）餅生地の硬化度が高いほど，餅生地にした場合に固まりやすいと評価される。
　３）登熟気温は，出穂日から収穫前日までの平均気温である。

第１０４図　ヒヨクモチの登熟気温と餅生地硬化度との関係
試料は，佐賀県農業試験研究センターで１９９４年～２００４年に慣行栽培したものおよび２００１～２００３年に４移植時期で
栽培したものを用いた。点線は，餅生地硬化度が１．９kgfとなる線を示しており，この線より上になるほど実需者
から平年より固まりやすいと評価される。登熟気温は，出穂期から収穫前日までの平均気温を示した。

第８８表　ヒヨクモチの移植時期を変えた場合に登熟
気温が２２℃以下となる年数比率（佐賀県）

年数比率移植時期
２０％６／　１
３５％６／　５
３５％６／１０
５０％６／１５
７５％６／２０
９０％６／２５
９０％７／　１

注１）過去の試験結果から各移植時期ごとの標準的な成熟
期間を算出し，過去２０年間の佐賀県農業試験研究セ
ンターの気象データから求めた。

　２）登熟気温は，出穂日から収穫前日までの平均気温で
ある。

第８９表　ヒヨクモチの実肥量の違いが餅生地硬化度
に及ぼす影響（佐賀県）

２００２年産２００１年産２０００年産実肥量
kgfkgfkgfkg／１０a
１．３１．９１．１０．０
１．３２．２１．４１．４
１．６２．０１．９２．８
１．４１．７１．７５．６

注１）供試試料は，佐賀県農業試験研究センター産。
　２）餅生地硬化度が高いほど，餅生地にした場合に固ま

りやすいと評価される。
　３）本県のヒヨクモチの施肥基準は，出穂後１０～１５日頃

までに１．０～１．５kg／１０aを基本とし，穂揃い具合や
葉色等の生育診断でその量を調整するとしている。


